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　病院薬剤師として旧国立岩手療養所のほか、東北
各地の国立病院に勤務。入院患者の服薬指導に尽力
しました。印象深いのは1994年、仙台病院が国の指定
を受け、院外の薬局で薬が受け取れるモデル病院に。
千葉さんは地元の薬局で薬が

受け取れるよう面分業に取り

組みました。退職後は地元の

調剤薬局に勤務。「医療はコ

ミュニケーションが大切。こ

れからも薬との正しい付き合
い方を教えたい」と笑顔をの

ぞかせ、受章を喜びました。

ちば・けんや　78　赤荻

薬事功労　元国立仙台病院薬剤科長

千葉研也さん瑞　宝
双光章

　1970年から学校医を務め、旧山谷小学校など地
元の小中学校で予防注射、保健意識の向上や生活
習慣病予防などで、児童生徒の健康を守ってきま

した。現在も母校の一関中の学校医として生徒、
教職員の予防医療と健康維
持に努めています。2014年
度には、市勢功労者表彰も

受賞。「40年以上も学校医
として、養護の先生ととも

に感染防止に努めた」と話
し「受章は皆さんのおかげ」
と笑顔を見せました。

さいき・けん　78　山目

学校保健功労　学校医

西城　健さん瑞　宝
双光章

　1955年、花泉町消防団に入団。97年の退任まで、
42年間にわたって地域の防火防災に取り組みました。
「入団当時は、常備消防が未結成で水利も乏しく苦労
した」と当時を振り返ります。93年から4年間務めた

分団長時代は各集落で「防火
の輪を転げるキャンペーン」
を展開。野焼きの危険性など

を地域住民に周知し、老松地
区内で3年間無火災を達成し

ました。受章について「先輩、
後輩に恵まれた。地域の支え

があってこそ」と喜びました。

おくやま・きみお　79　花泉町

消防功労　元花泉町消防団分団長

奥山喜美雄さん瑞　宝
単光章

　1958年から県内の小中学校で教員生活を送り、天
狗田小、藤沢中、千厩中で校長を務めました。38年間、
児童生徒には「目標に向かって努力することの大切
さ」を一貫して指導。1996年に退職。「教え子の同級
会で思い出を語り合えること

がうれしい」と顔をほころばせ

ます。在職中は管内学校図書
館の管理基準を統一。集中し

て学習できる環境づくりにも

努めました。「多くの人に支え

られたおかげの受章」と深く

感謝していました。

さとう・ただし　80　真柴

教育功労　元公立中学校長

佐藤忠士さん瑞　宝
双光章

　1959年から岩手県農林漁業統計調査員として従
事。以来、農林業センサス調査11回、国勢調査11回
など計47回の調査に従事してきました。調査では

地域の人たちとの信頼関係を築くと同時に、正確な

調査を心掛け、手引きを熟読
し、何度も点検しました。昭
和30～ 40年代は高度経済
成長期。都市部への出稼ぎも

多く「人口の推移は時代を反
映していた」と感慨深く話し

「身に余る光栄」と受章の喜
びをかみしめていました。

ほし・たつお　76　藤沢町

統計調査功績　元農林業センサス調査員

星　達男さん藍 綬
褒 章

　1964年花泉町消防団常備部団員、72年の両磐
地区消防組合発足に伴って同組合消防士に。2003

年の退官まで、40年にわたり防火防災に力を尽
くしました。昭和 40年代の永井地区での大規模
火災では、水利も乏しく「大
変苦労した」と当時を振り

返ります。「災害の現場は、
命がけ。同僚とは、信頼関
係で結ばれていた」と感謝
し「家族の支えがあっての

こと」と今回の受章につい

て話していました。

あべ・たかし　70　花泉町

消防功労　元両磐地区消防組合消防司令長

阿部孝志さん瑞　宝
双光章

　農業の傍ら、1960年に国勢調査員として任命され

て以来、国勢調査11回、農林業センサス調査11回
など、各種調査に45回従事してきました。調査では

信頼を得るため、言動に気をつけ、得た情報は決し

て口外しないなど、実直に取
り組んできました。「統計は

政策の土台。正確な資料に

なるよう何度も点検をした」
と振り返ります。「妻の支えと

地域の協力があってこそ」と
今回の受章について感謝し

ています。

すずき・まもる　80　大東町

統計調査功績　元国勢調査員

鈴木　衞さん藍 綬
褒 章

　千厩高校を卒業し、1963年に岩手県警察に入庁し

た藤野さん。時代の流れとともに変化する社会問題
と、誠心誠意に向き合ってきました。「時代が変わっ

ても警察官の目的は地域の安全を守り、秩序を維持
すること」ときっぱり。目標の

達成に向けて、日々、試行錯
誤を繰り返してきました。
　「何事も県民の皆さんの協
力があってこそ。章は県民の

皆さんと一緒にいただいたも

の」と話し、内助の功にも感
謝していました。

ふじの・すすむ　71　千厩町

警察功労　元警視正

藤野　進さん瑞　宝
双光章

　1964年、一関税務署徴収課に配属。各地の税務署を

経て、約20年間を国税局査察部門で過ごしました。「査
察は申告納税制度の最後のとりで。悪質な脱税は絶対
に許さない」という使命感を持って勤務しました。
　2003年に退職した後は、
培った税知識を役立てようと

市内に税理士事務所を開所。
「税務に携わる職員全体が評
価された。後輩たちの励みに

もなる」と笑顔で語り「仕事に

没頭できたのは妻のおかげ」と
激務の日々を振り返りました。

ごとう・ときひろ　70　真柴

税務行政事務功労　元仙台国税局調査査察部長

後藤時廣さん瑞　宝
小綬章

危険業務従事者叙勲
政府は4月11日付けで、第24回危険業務従事者叙

勲受章者を発表しました。非常に危険性の高い業

務に精励した人に勲章が授与されました。

政府は4月28日付けで、春の褒章受章者を発表し

ました。社会の各分野における優れた行いや業績

のある人に褒章が授与されました。

春の褒章

政府は4月29日付けで、春の叙勲受章者を発表し

ました。国家または公共に対して功労のある人に、

勲章が授与されました。

政府は4月29日付けで、春の叙勲受章者を発表し

ました。国家または公共に対して功労のある人に、

勲章が授与されました。

春の叙勲


